
F4キーを押して右図のような標準画面にし
ます。F3キー（SETPOINT)を押して設定温
度の変更画面にします。

F2がUP、F3がDOWNとなりますので希望の
温度に変更をしF4を2秒押して決定します。

注意：温度表示単位の“F”と“C”の確認
を必ず行ってください。誤った温度表示
から荷物の凍結に繋がる恐れがあります。

標準画面からF2を長押しすると摂氏と華
氏の表示固定が出来ます。

MAGNUM PLUS 操作方法

２．設定温度の変更

タッチキーとアイコンの説明

４．PTI（プレトリップテスト）

冷凍機を始動します。PTIキーを押して

実行したいPTI項目を下図の中から選択、実
行します。BRIEF PTIを推奨

Tasting：テスト中 Pass：合格

Fail：失敗 Skipped：スキップ

１．運転 ・ 停止

ONキーを2秒押すと始動します。

OFFキーを2秒押すと停止します。

３．マニュアルデフロスト

ON/OFFキー

PTIキー

デフロストキー

F1キー

F2キー

F3キー

F4キー

アラーム

PTIテスト中

加温

エバファン高速

除湿

デフロスト

コンデンサファン作動

コンプレッサ無負荷

リキットバルブ作動、コンプレッサ動作

コンプレッサフルロード

エバファン低速

エバポレータコイル温度が18℃以下の

場合であれば実行可能です。

・デフロストは自動で終了します。

デフロストキーを押しSTART DEFROSTを

選択するとデフロストがスタートします。

※デフロスト中は温度が上昇しますが

エバファンが停止し庫内が上昇するもので
はありません。



ディスプレイに顔のアイコンを表示させ
ユニットの状態を表示します。（下図参照）

変化があった場合アラームの確認を行います。

※アラーム番号は消去前に記録してください。

F4を押しメニューリストを表示させ
F3（DOWN)を押してカーソルをALARMの項
目に移動させF4を押し選択します。

アラーム番号の確認をしてそのアラームを解
消をしF4（ACK）を“NO ALARM”になるまで
押します。

MAGNUM PLUS 操作方法

５．アラームが点灯したら…

アラーム点灯がなく正常運転

メッセージの点灯がありますが

運転はしています

アラームの点灯がありユニットが停止


